
元
結
詩
小
論l

l
「
演
興
」
四
首
と
「
系
楽
府
」
十
二

は
じ
め
に

(
七
四
七
)
、
元
結
(
七
一
九

1
七
七
二
)
は
、
玄
宗
の

認
に
よ
る
制
科
に
応
じ
て
上
京
し
た
も
の
の
、
李
林
甫
の
策
課
に
よ

っ
て
下
第
、
そ
の
ま
ま
魯
山
県
南
の
荷
飴
山
に
帰
郷
し
た
。
孫
望
氏

吋
元
次
山
年
譜
い
、
楊
承
祖
氏
古
河
結
年
譜
い
に
よ
れ
ば
、
以
後
数
年

間
、
元
結
は
ー
主
と
し
て
商
飴
山
中
に
あ
っ
て
、
心
の
静
寂
を
保
つ
習

静
の
司
々
を
過
ご
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
天
宝
十
一

載
(
七
去
二
)
に
事
相
の
李
林
帯
が
亡
く
な
り
、
籾
立
天
宗
十
二
戦
、

彼
の
在
身
の
官
爵
が
追
制
さ
れ
る
や
、
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ

う
に
進
十
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
結
自
身
は
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、

・
元
子
病
遊
世
、
帰
子
商
鈴
山
中
。
(
心
規
)

(
允
子
肢
に
遊
ぶ
に
病
み
、
商
館
山
中
に
帰
る
。
)

と
、
世
俗
の
う
ち
に
あ
っ
て
疲
弊
し
て
商
餓
山
に
戻
っ
た
こ
と
を

に
つ
い
て
i
i
i

力口

藤

敏

を
わ
V-

乃
棺
与
占
山
泉
、
関
榛
葬
、
依
山
腹
、
近
泉
源
、
始
為
亭
線
、

始
作
堂
字
、
因
市
習
静
、
適
自
保
関
。
(
述
底
)

(
乃
ち
相
与
に
山
泉
を
占
し
、
榛
葬
を
開
き
、
山
腹
に
依
り
、
泉
源

に
近
く
、
始
め
て
亭
癒
を
為
り
、
始
め
て
堂
宇
を
作
り
、
留
り
て
習

静
し
、
適
・
目
し
て
関
を
保
つ
。
〉

と
、
商
館
山
中
の
地
相
の
よ
い
場
所
を
選
ん
で
底
を
定
め
、
自
適

の
生
活
を
送
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
二
風
詩
」
序
は
、

・
於
是
帰
子
州
盟
、
後
三
歳
、
以
多
病
習
静
於
鴎
飴
山
口

に
於
い
て
州
盟
に
滞
る
。
後
一
一
一
歳
、
多
病
を
以
て
商
鈴
山
に
習
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静
す
。
)

ち
で
あ
り
、
…
一
一
年
間
商
館
山
中
に
あ

っ
た
こ
と
を
一
一
一
一
向
う
。
し
か
し
、
一
方
で
元
子
と
称
し
て
作
品
を
残
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
蘇
源
明
に
説
楚
賦
一
一
一
一
綿
を
奉
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
す
る
と
、
彼
が
に
つ
と
め
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た

の
よ
う
に
、



と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
時
期
の
つ
い
て
、
例
え
ば
孫
高
武

氏
は
、
「
在
安
史
之
乱
以
前
，
地
己
無
意
仕
途
，
習
静
子
商
飴
山
J

一
方
市
，
這
閲
然
楚
全
身
逮
窓
口
之
道
，
但
東
重
要
的
，
却
是
出
子
対

現
実
的
絶
切
一
点
。
」
と
述
べ
、
元
結
は
権
謀
う
ず
ま
く
現
実
に
絶
望
し

て
い
た
た
め
、
仕
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
と
推
測
し
て

お
り
、
ま
た
川
北
泰
彦
氏
は
コ
汚
濁
の
世
に
あ
っ
て
は
、
儲
庄
は

隠
逸
の
生
活
を
す
べ
き
で
あ
る
い
と
す
る
自
己
認
識
の
方
が
強
か
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
J

と
、
元
結
が
独
仏
一
時
兼
済
と
い
う
儒
教
の

価
値
観
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
説
を
呈
示
し
て
い
る
。

水
子
林
南
や
楊
限
忠
ら
の
権
力
争
い
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
当
時

の
政
治
世
界
に
対
す
る
絶
望
や
、
汚
濁
し
た
肢
に
生
き
ざ
る
を
得
な

い
知
識
人
を
支
え
る
儒
教
的
簡
値
観
が
元
結
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
こ
う
し
た
認
識
は
そ
の
表
現
に
ど
の
よ
う
な
陰
揺
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
「
自
述
」

序
で
元
結
は
自
ら
を
縮
問
者
で
は
な
く
患
者
と
し
て
い
る
が
、
若
い
頃

か
ら
政
治
の
あ
り
か
た
へ
の
認
識
を
明
時
に
持
っ
て
い
た
彼
が
、
活

躍
の
場
を
得
ら
れ
ず
、
患
者
と
し
て
自
ら
を
位
霞
づ
け
た
こ
と
と
、

そ
れ
に
よ
っ
み
出
さ
れ
た
表
現
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。ま

た
、
「
系
楽
府
」
一
普
は
後
の
新
楽
府
の
先
制
批
と
し
て
位
向
一
般

づ
け
ら
れ
、
高
い
評
備
が
与
え
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
洋
品
が
世
話
か
れ
た
の
は
、
序
に
は
「
天
宝
辛
未
」
と
あ
る

が
、
天
円
近
年
間
に
「
辛
未
」
の
年
は
無
く
、
「
天
宝
辛
卯
」
、
す
な
わ

ち
天
宝
十
載
(
七
五
一
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
作
品
中
に
天
宝
六
載

(
七
四
七
)
の
制
科
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
る
こ
と
か

ら
し
で
も
、
天
J

宮
山
ハ
載
以
降
、
天
宝
十
二
載
(
七
五
三
)
に
進
士
に

挙
げ
ら
れ
る
以
前
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作

品
に
つ
い
て
も
、
商
鈴
山
に
習
静
し
て
い
た
時
期
に
帯
一
一
聞
か
れ
た
こ
と

の
意
味
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
時
期
の
伊
品
の
う
ち
、
「
演
興
」
四
首
に
着
目
し

て
、
元
結
の
自
己
表
出
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
「
系
楽
府
」
十

二
首
の
表
現
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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天
宝
六
載
の
制
科
に
応
じ
、
下
第
し
て
商
鈴
山
に
も
ど
っ
た
元
結

の
作
品
に
は
、
深
い
閉
塞
感
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
「
自
述
」

序
に
お
い
て
、

天
宝
庚
寅
、
一
見
子
初
習
静
子
商
鈴
。
人
間
之
非
、
非
日
、
此
狂

者
也
。
見
知
疋
然
。
無
幾
、
人
間
之
是
、
是
巴
、
此
学
者
也
。
見

財
務
然
。
及
三
年
、
人
間
一
之
参
、
参
臼
、
此
隠
者
也
。
見
郎
崖

然
。
有
惑
而
向
日
、
子
其
鱈
乎
。
対
臼
、
五
向
山
一
旦
穏
者
邪

D

患
者

也
。
窮
市
然
稿
。
或
者
不
輪
。
遂
為
述
時
命
以
弁
之
。
先
曾
為
述



関
刊
市
次
之
、
総
命
日
自
述
。

2
商
代
、
光
子
初
め
て
鶴
餓
に
習
静
す
。
人
之
を
開
き
て
非
と

し
、
非
り
て
日
は
く
、
此
れ
狂
者
な
り
。
見
れ
ば
別
ち
詑
然
た
り
、

と
。
幾
く
も
無
く
し
て
、
人
之
を
開
き
て
是
と
し
、
是
と
し
て
臼
は

く
、
此
れ
学
者
な
り
。
見
れ
ば
別
ち
務
然
た
り
、
と
。
一
一
一
年
に
及
び
、

人
之
を
聞
き
て
参
じ
、
参
じ
て
日
は
く
、
此
れ
問
問
者
な
り
。
克
れ
ば
別

ち
麗
然
た
り
、
と
。
惑
ひ
て
問
ふ
も
の
有
り
て
日
は
く
、
子
は
其
れ
隠

る
る
か
、
と
。
対
へ
て
臼
は
く
、
一
札
口
援
に
隠
者
な
ら
ん
や
。
愚
者
な

り
。
窮
し
て
然
る
の
み
、
と
。
或
る
者
喰
ら
ず
。
遂
に
為
に
時
命
を
述

べ
て
以
て
之
を
弁
ず
。
先
に
曾
て
述
居
一
篇
を
為
る
。
間
り
て
刊
し
て

之
を
次
し
、
総
べ
て
命
づ
け
て
自
述
と
臼
ふ
。
)

と
述
べ
、
自
ら
は
隠
者
な
の
で
は
な
く
、
「
窮
」
し
た
結
果
の
愚

者
、
出
口
の
な
い
閉
議
し
た
状
況
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
「
愚
者
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
自
述
」
一
一
一
編
の
う
ち
の
「
述
時
」

に
お
い
て
は
、
一
見
泰
平
に
見
え
る
が
、
内
に
は
衰
亡
へ
の
兆
し
が

股
胎
さ
れ
て
い
る
性
界
に
お
い
て
、
自
ら
が
無
用
の
存
在
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
官
吏
た
ら
ん
と
し
た
こ
と
を
さ
し
て
「
惑
患
者
」
と

し
て
い
る
。

「
演
興
」
問
首
や
「
系
楽
府
」
十
二
首
は
、
こ
う
し
た
認
識
が
示

さ
れ
た
の
と
時
を
問
じ
く
し
て
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

山
首
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

うも

「
演
興
』
は
、
序
に

商
鈴
山
有
太
霊
古
一
柄
。
伝
一
去
、
参
竜
氏
稿
大
帝
所
立
。
間
在
少

鈴
西
乳
之
下
。
口
白
人
修
之
以
祈
問
。
予
国
為
招
一
腕
訟
関
之
文
以
演

興
9

(
荷
館
山
に
太
霊
の
古
制
有
り
。
伝
に
去
へ
ら
く
、
家
竜
氏
大
帝
を
洞

り
て
立
つ
る
所
な
り
、
と
。
一
刺
は
少
訟
の
西
乳
の
下
に
在
り
。
口
国
人
之

を
修
め
て
以
て
回
を
祈
る
。
予
四
り
て
招
・
洞
・
訟
・
関
の
文
を
為
り

て
以
て
演
興
す
。
)

と
あ
る
よ
う
に
、
商
鉱
山
に
あ
る
太
霊
の
一
腕
を
村
人
が
修
復
し
た

際
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
「
招
太
霊
」
「
初
配
」
「
訟
木
魅
」
「
関
嶺

中
」
の
四
一
縮
か
ら
な
り
、
楚
誠
独
特
の
、
激
し
く
ま
た
時
に
痛
々
し

い
ま

T
の
自
己
表
出
が
全
編
を
お
お
っ
て
い
る
。
「
太
蝉
一
皿
」
は
「
大

帝
」
、
す
な
わ
ち
天
帝
を
い
う
。
「
演
興
」
は
、
「
引
極
」
序
に
「
引

之
一
一
一
一
口
演
、
極
之
一
一
一
一
口
尽
。
演
意
尽
物
、
引
興
極
験
。
(
引
の
一
一
一
一
口
は
演
、
極

の
言
は
尽
な
り
の
意
を
損
ぺ
物
を
尽
く
し
、
輿
を
引
き
鳴
を
極
む
。
)
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
自
ら
の
思
い
を
託
し
、
比
興
の
表
現
を
展

開
し
て
ゆ
く
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

招
太
一
議
守
山
之
期
、
山
蛇
党
分
水
論
漣
。
一
例
之
備
品
川
ィ
砂
何
年
、

木
修
修
守
革
鮮
鮮
。
嵯
魁
魅
品
勺
淫
属
、
自
古
昔
A

勺
崇
祭
口
一
瞬
太
…
叩
一
四

分
川
崎
清
、
予
願
致
夫
精
誠
、
久
協
守
悦
悦
、
招
摺
繍
分

J

呼
風
。
風

之
声
吟

J

起
鱒
鵬
、
吹
玄
一
宙
開
分
散
布
浮
。
翠
太
霊
今
鍛
市
安
、
権
油

(46 ) 



溶ハア
J

都
清
問
。

(
太
設
を
山
の
願
に
招
け
ば
、
山
は
蛇
光
と
し
て
水
は
論
漣
た
り
。

ぷ、，o

制
の
椴
…
る
る
こ
と
砂
と
し
て
何
れ
の
年
な
ら
ん
、
木
は
修
修
と
し
て
革

は
鮮
鮮
た
り
。
漉
魁
魅
は
淫
腐
な
る
も
、
古
昔
よ
り
山
中
市
鉱
山
す
。
太
援
の

端
滑
な
る
を
縞
し
、
予
夫
の
精
誠
を
致
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
も
、
久
し
く

悌
ひ
て
悦
悦
た
り
、
招
き
措
撫
し
て
風
を
呼
ぶ
。
胤
の
荷
起
る
こ
と
胸

鮒
た
り
、
ま
露
を
吹
き
散
じ
て
浮
す
。
太
捌
識
を
望
め
ば
雌
に
し
て
安
ら

う
る
は

か
な
り
、
治
と
し
て
油
溶
都
し
く
し
て
清
閑
た
り
。
)

第
一
首
「
招
太
…
一
一
一
ど
は
、
鋭
く
そ
び
え
る
山
の
演
に
お
い
て
太
一
撃

を
招
く
と
い
う
、
上
昇
的
で
鋭
角
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
始
ま

る
。
太
撃
の
嗣
は
削
似
た
れ
て
久
し
い
が
、
そ
の
地
は
木
が
美
し
く
茂

り
、
革
が
鮮
や
か
に
覆
っ
て
い
る
。
魁
魅
が
紋
属
す
る
世
界
の
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
地
の
み
は
太
一
官
邸
を
配
っ
て
き
た
の
で
あ
る
と
、
こ
こ

が
太
譲
を
招
く
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
こ
と
を
一
言
い
、
太
霊
が
訪

れ
て
く
れ
ぬ
憂
い
と
、
そ
の
降
神
の
喜
び
と
が
、
吋
崎
北
辞
い
九
歌
・

雲
中
君
に
似
た
構
造
を
持
ち
つ
つ
、
ほ
と
ば
し
る
よ
う
に
吐
露
さ
れ

ゆ
く
。
冒
頭
の
天
に
突
き
出
し
た
鋭
角
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
太

霊
へ
の
強
い
求
心
的
志
向
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
う

し
た
完
結
の
芯
向
性
は
「
引
極
」
三
首
他
に
も
顕
著
に
表
れ
て
お

り
、
関
総
出
羽
自
静
期
に
お
け
る
元
結
の
文
学
の
特
色
と
な
っ
て
い

間
首
は
、
以
後
「
太
霊
」
「
魁
魅
」
「
精
誠
」
、
そ
し
て
求

は
を
、
定
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。

山
之
乳
パ
サ
葺
太
柄
。
木
孫
為
柏
守
木
母
様
、
部
一
官
級
為
摺
分
愚
木

捕
、
澗
淵
禅
分
掲
雛
観
。
塗
木
欝
A
h
J

蒔
繰
驚
、
被
弱
草
分
締
約

聯
口
吃
深
洪
分
譲
鴎
随
、
管
化
石
す
洞
制
天
。
期
修
M
W
A
H
J
持
蕪

ル
ヱ
、
一
位
一
皿
忍
諜
仏
門
J

舞
額
千
。
璃
天
鰐
A
h
J

溜
陽
泉
、
献
水
芸
品
っ
飯
霜

柏

。

与

太

笹

山

分

千

万

年

。

(

初

間

)

(
山
の
乳
に
太
一
利
を
葺
す
。
木
孫
を
柏
と
為
し
木
母
を
擦
と
し
、
繋

績
を
相
と
為
し
慰
木
を
柄
と
し
、
洞
出
禅
と
し
て
掲
と
し
て
規
制
挑
た

り
。
木
協
を
塗
し
繰
を
蒔
ぇ
、
弱
革
を
被
ひ
て
締
約
聯
な
る
。
低
く
し

て
揮
洪
に
し
て
綾
関
関
た
り
、
管
は
お
を
化
し
澗
は
天
を
剖
く
。
修
彰

い
の

を
嗣
矧
げ
て
燕
交
を
持
ひ
、
一
軍
砿
一
課
り
舞
.
陥
子
す
。
天
鮮
を
薦
め
陽
泉
を

酒
と
し
、
水
芸
を
献
じ
籍
制
を
飯
と
す
。
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に
千
万
年
な
ら

ん
。
)

の
降
臨
を
喜
ぶ
第
二
聞
に
続
い
て
、
「
初
柁
」
に
お
い
て
は
、

太
霊
を
配
る
稿
の
様
と
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
祭
記
の
様
子
が
描
写
さ

れ
て
ゆ
く
。
木
孫
や
木
母
、
雲
緩
や
愚
木
と
い
っ
た
木
々
に
よ
っ
て

太
霊
が
降
離
し
安
居
す
べ
き
空
間
で
あ
る
砲
が
姿
を
現
す
。
香
草
が

あ
た
り
を
覆
い
、
祭
犯
が
始
ま
り
、
楽
器
が
奏
で
ら
れ
、
彰
(
大

鎌
)
や
蕪
交
が
掲
げ
ら
れ
、
広
一
が
舞
い
、
供
物
を
そ
な
え
て
降
臨
し

た
太
霊
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
宗
疋
辞
」
の
世
界
を
訪
椀



と
さ
せ
る
、
精
誠
を
尽
く
し
た
祭
胞
の
様
子
で
あ
る
。

「
招
太
一
霊
」
「
初
詑
」
は
、
迎
神
と
そ
れ
に
続
く
祭
枕
を
う
た
う
も

の
で
あ
る
が
、
「
保
天
年
、
窮
地
紀
。
(
天
年
を
保
ち
、
地
紀
を
窮
め

ん
と
(
侍
玄
、
天
郊
饗
神
歌
〉
、
「
基
我
鼎
運
、
於
斯
万
年
。
(
我
が
鼎

起
を
基
づ
付
、
斯
に
お
い
て
万
年
な
ら
ん
。
)
」
(
語
大
廟
楽
章
)
等
に

「
与
太
一
議
千
万
年
」
と
向
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
こ

編
は
、
郊
記
あ
る
い
は
大
廟
に
お
け
る
祭
砲
の
歌
辞
を
連
想
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
背
後
に
は
国
家
の
郊
廟
の
歌
辞
を

制
作
す
る
者
と
同
様
の
意
識
の
存
在
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
三
首
の
「
訟
木
魅
」
は
、
一
転
し
て
、
悪
木
・
善
木
・
木
魅
・

腿
艇
等
の
イ
メ
ー
ジ
に
依
託
し
つ
つ
、
太
暗
躍
に
訴
え
る
か
の
よ
う
に

自
ら
の
心
情
を
吐
露
し
て
ゆ
く
。

設
高
峰
守
備
脇
谷
、
心
博
体
分
念
群
木
。
見
樗
特
品
川

J

相
陰
複
、

憐
桟
橋
守
不
豊
茂
。
見
榛
槙
之
森
精
、
関
縦
橋
守
合
銭
。
摺
模
様

サ
未
盤
、
機
模
様
分
可
路
。
格
体
樽
A

勺
不
香
、
抜
卒
茸
仏
勺
己
実
。

山
一
品
冗
化
之
不
均
守
、
非
雨
露
之
偏
妹
。
諒
理
性
之
不
等
、
於
願
時

分
不
如
。
癒
一
昔
心
以
冥
想
、
終
念
此
分
不
恰
。
伯
予
莫
識
天
地
之

意
分
、
殿
繊
惑
木
之
根
。
傾
長
狭
之
古
巣
、
取
口
童
以
為
薪
。
割

大
木
使
飛
焔
、
係
枯
勝
之
焼
焚
口
実
非
…
苦
心
之
不
仁
恵
也
、
出
思
恥

夫
善
悪
之
相
紛
。
昆
欲
脊
…
一
一
河
之
官
壊
、
神
済
水
之
清
漣

D

将
封

擢
乎
蕃
木
、
令
櫛
捕
以
挺
挺
。
尚
喪
乎
衆
議
口
之
来
茂
今
、

之
所
挑
凌
。
忠
衆
義
以
為
曹
、
令
敷
扶
以
相
勝
。
取
方
所
以
拘
如

今
、
苦
将
出
於
南
荒
。
求
寿
藤
与
幡
木
、
五
口
将
出
於
東
方
。
祈
有

徳
間
来
婦
、
輔
神
樫
与
竪
香
。
豆
一
愛
綴
之
廟
潮
、
又
愁
撒
之
奔

馳
。
及
桧
楊
守
不
和
、
悪
此
土
之
失
時
。
今
神
樫
分
不
茂
、
使
堅

香
守
不
滋
。
重
嵯
焼
品
勺
何
補
、
毎
斉
心
以
精
意
。
切
援
祝
於
神

明
、
業
感
通
於
天
地
。
猶
恐
衆
妖
守
木
魅
、
趨
魁
守
山
崎
情
。
上
誤

経
給
子
一
一
一
一
口
守
不
聴
。
敢
引
侃
以
指
水
、

明
(
高
蜂
に
登
り
て
幽
谷
に
備
し
、
心
停
俸
と
し
て
群
木
を
念
ふ
。

の
相
陰
議
す
る
を
見
、
捜
椿
の
豊
茂
せ
ぎ
る
を
燐
む
。
榛
擦
の
森
梢

た
る
を
見
、
縦
播
の
合
懇
せ
ら
る
る
を
関
む
。
摺
は
擁
機
と
し
て
未
だ

堅
か
ら
ず
、
樟
は
様
様
と
し
て
屈
す
べ
付
ん
や
。
椋
体
は
樽
る
も
香
ら

ず
、
抜
(
紗
)
は
卒
鷲
と
し
て
巴
に
実
る
。
援
に
元
化
の
均
し
か
ら
ざ

ら
ん
や
、
問
蕗
の
儲
殊
な
る
に
非
ず
。
諒
に
理
性
の
等
し
か
ら
ず
、
時

L
ヴ

に
願
ふ
に
お
い
て
知
か
ぎ
ら
ん
や
。
苦
が
心
を
癒
め
て
以
て
冥
怒
し
、

終
に
此
を
念
ひ
て
惜
し
ま
ず
の
佑
と
し
て
予
天
地
の
意
を
識
る
葉
き

も
、
態
木
の
根
を
戯
た
ん
こ
と
を
制
服
ふ
。
巣
援
の
古
巣
を
傾
け
、
口
章
一

を
取
り
て
以
て
薪
と
為
さ
ん
。
大
木
を
割
き
て
焔
を
飛
ば
し
め
、
枯
腐

止

の
焼
焚
す
る
を
撲
た
ん
の
実
に
一
告
が
心
の
仁
恵
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
な

り
、
量
れ
夫
の
持
患
の
相
紛
る
る
を
恥
づ
れ
ば
な
り
。
旦
に
三
河
の
背

壌
を
寄
し
、
済
水
の
清
漣
を
愉
仰
せ
ん
と
欲
せ
ん
と
す
。
将
に
詩
木
を
封
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濯
し
、
楠
棉
と
し
て
以
て
挺
挺
た
ら
し
め
ん
と
す
。
尚
ほ
衆
義
の
未
だ

茂
ら
ず
し
て
、
衆
惑
の
挑
凌
一
す
る
所
と
為
る
を
間
関
る
。
義
を
衆
め
て
以

て
事
と
為
し
、
数
扶
し
て
以
て
招
勝
た
し
め
ん
こ
と
を
忠
ふ
。
方
所
を

取
る
に
何
如
た
る
を
以
て
し
、
菩
将
に
硝
荒
に
出
で
ん
と
す
。
寿
一
勝
と

鱗
木
と
を
求
め
、
吾
将
に
東
方
に
出
で
ん
と
す
。
有
徳
に
析
し
て
来
帰

し
、
神
機
と
即
時
脊
と
を
輔
と
せ
ん
。
間
以
つ
附
酬
の
臨
翻
た
る
を
憂
ひ
、
又

た
淵
憾
の
奔
馳
す
る
を
愁
ふ
。
陰
陽
の
和
せ
ざ
る
に
及
び
、
此

の
i時

を
失
ふ
を
惑
む
。

協
一
番
を
し
て
滋
ら
ざ
ら
し
む
。
前
一
一

ね
て
域
協
す
る
も
何
を
か
捕
は
ん
、
ん
慨
に
心
を
斉
へ
て
以
て
窓
を
精
に

せ
ん
。
切
に
神
明
に
援
祝
し
、
…
大
地
に
感
通
せ
ん
こ
と
を
諜
ふ
。
猶
ほ

撚
る
衆
妖
と
木
魅
と
、
脳
艇
と
山
精
と
。
上
軍
心
を
誤
惑
し
、
総
て
一
一
拐

を
給
き
て
聴
か
ざ
ら
し
む
る
を
。
敢
て
慨
を
引
き
て
以
て
水
を
指
し
、

苦
が
心
自
ら
明
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
警
は
ん
。
)

こ
こ
で
も
、
高
い
峰
に
登
り
、
備
し
て
胸
谷
を
見
つ
め
つ
つ
一
縫
い

に
沈
む
自
ら
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
践
に
映
ず
る
の
は
、
善
木
が
茂

ら
ず
、
悪
木
ば
か
り
が
繁
茂
す
る
世
界
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
陪
絵
山

中
に
あ
っ
た
元
結
が
見
た
現
実
世
界
の
メ
タ
フ
ァ

i
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
一
一
一
簡
を
侠
た
な
い
口
そ
れ
は
、
例
え
ば
悶
じ
時
期
に
世
帯
か
れ
た

「
出
規
」
に
「
有
向
与
歓
宴
、
過
之
可
弔
。
有
始
賀
拝
侯
、
日
開
就

設
。
量
不
裂
封
、
一
蝦
土
未
識
。
室
無
印
綬
、
懐
之
未
緩
口
其
客
得
禄

位
者
随
死
、
得
金
王
者
皆
撃
、
参
遊
宴
者
或
刑
或
免
。
(
肉
に
与
に

歓
宴
せ
し
に
、
之
を
過
れ
ば
弔
す
べ
き
有
り
。
始
め
侯
を
拝
す
る
を
賀
せ

し
に
、
巴
に
諒
に
就
く
を
聞
く
有
り
。
援
に
裂
封
せ
ざ
ら
ん
や
、
鑑
土
未

だ
識
ら
ず
。
援
に
印
綬
無
か
ら
ん
や
、
之
を
穣
く
も
未
だ
緩
ま
ら
ず
。
箕

の
客
様
性
を
得
る
者
は
随
ひ
て
死
し
、
金
玉
を
得
る
者
は
皆
平
た
り
、
遊

宴
に
参
ず
る
者
は
或
は
刑
せ
ら
れ
或
は
免
か
る
。
ご
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
権
謀
う
ず
ま
く
世
界
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

元
結
は
、
こ
の
世
界
に
対
し
、
悪
木
を
除
き
、
蕃
木
を
繁
茂
さ

せ
、
こ
の
世
界
を
替
な
る
世
界
に
変
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
思
い
を
述

べ
る
。
火
を
放
っ
て
惑
木
を
焼
き
払
い
た
い
と
い
う
、
そ
の
激
越
な

表
現
に
は
、
高
揚
し
て
ゆ
く
心
が
そ
の
ま
ま
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
口

元
結
は
そ
う
し
た
自
ら
の
「
精
誠
」
が
太
霊
に
通
じ
る
こ
と
を
願
う

が
、
こ
こ
に
そ
の
「
精
誠
」
の
疎
通
を
阻
む
存
在
で
あ
る
「
衆
妖
」

「
木
魅
い
「
魁
魁
」
「
山
精
」
の
形
象
が
呈
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
存

在
は
、
「
上
霊
心
を
誤
惑
し
、
経
て
一
一
一
同
を
給
き
て
聴
か
ざ
ら
し
む
」
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
「
精
一
誠
」
が
太
霊
に
腐
く
の
を
阻
害
し
て
し
ま
う

の
で
あ
っ
た

D

そ
れ
は
、
現
実
に
お
い
て
は
李
林
甫
等
、
権
力
の
中

枢
に
あ
っ
て
時
権
を
一
斉
ぷ
者
た
ち
の
姿
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。

一
冗
結
は
、
「
敢
引
綿
以
指
水
、
警
苦
心
守
自
明
(
敢
て
侃
を
引
き
て

以
て
水
を
指
し
、
吾
が
心
自
ら
明
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
警
は
ん
こ
と
、

蒋
び
心
を
高
ぶ
ら
せ
、
自
ら
の
「
精
誠
」
を
閥
明
に
し
よ
う
と
す

る
。
精
神
が
波
打
ち
な
が
ら
つ
ね
に
上
向
き
に
鋭
角
的
に
高
揚
し
て
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そ
の
高
揚
の
頂
点
で
編
が
締
め
く
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
高
揚
し
た
心
は
、
第
四
首
「
関
嶺
中
」
に
お
い
て
再
び
下
協
同

し
て
ゆ
く
。

口
群
山
以
延
想
、
音
独
関
乎
嶺
中
。
彼
嶺
中
分
何
有
、
有
天
合

之
主
峰
。
殊
関
絶
之
極
殿
、
上
関
産
乎
翠
茸
。
欲
採
之
以
将
寿
、

妙
不
知
夫
所
従
。
大
淵
議
議
守
、
絶
山
桟
山
及
山
及
。
非
梯
梁
以
通
験
、

当
無
路
分
可
入
。
彼
猛
毒
今
曹
衆
、
必
懇
託
乎
臨
修
。
常
健
保
守

何
人
、
又
如
何
分
不
愁
。
彼
妖
精
A
H
J

変
怪
、
必
仮
見
於
風
雨
。
常

閃
関
市
伺
入
、
又
如
何
分
不
苦
。
欲
伎
仁
分
託
信
、
将
径
往
守
不

難
。
久
懐
懐
以
妓
怖
、
却
遅
返
事
氷
歎
。
健
太
一
箆
分
不
知
、
以
予

心
為
永
惟
。
若
不
可
乎
遂
己
、
一
昔
終
保
夫
直
方
。
則
必
蒙
皮
築
以

為
矢
、
絃
母
彼
以
為
弧
。
化
毒
鏑
以
為
戟
、
刺
糠
竹
以
為
女
。
得

猛
烈
之
材
、
獲
与
之
町
並
駆
口
立
春
刺
乎
悪
帯
、
文
民
射
夫
妖

慨
。
尽
群
類
分
使
無
、
令
善
仁
分
不
申
昔
、
然
後
採
授
格
以
駕
深
、

牧
椛
機
分

J

梯
険
。
隣
予
身
之
蝋
瓢
、
承
予
歩
之
践
校
。
入
嶺
中
市

登
玉
瞬
、
極
関
絶
問
求
翠
茸
。
将
一
札
口
寿
A
H
J

随
所
従
、
思
来
得
分
J

馬

如
竜
。
独
務
蔽
於
山
類
、
久
低
週
間
協
焼
。
空
仰
一
訟
於
上
玄
、
彼

…
金
精
A
h
J

必
応
。
寧
吉
有
市
今
無
、
何
付
与
身
而
皆
亡
。

乎。
(
併
山
を
口
以
て
延
く
想
ひ
、
に
関
ふ
。
彼
の
嶺
中
に

向
か
有
る
、
天
合
の
主
峰
有
り
。
殊
に
関
絶
の
極
瓶
、
上
に
翠
茸
を
い
肢

す
と
開
く
。
之
を
採
り
て
以
て
寿
を
腕
く
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
妙
と
し

て
夫
の
従
る
所
を
知
ら
ず
。
大
淵
犠
識
と
し
て
、
絶
様
山
及
炭
た
り
。
梯

梁
以
て
険
を
通
ず
る
に
非
*
さ
れ
ば
、
当
に
路
の
入
る
べ
き
無
か
る
べ

し
。
彼
の
猛
毒
は
曹
緊
し
、
必
ず
毘
修
に
懇
託
す
。
常
に
健
保
と
し
て

人
を
伺
へ
ば
、
又
た
如
何
ぞ
愁
へ
ざ
ら
ん
。
彼
の
妖
精
は
変
怪
し
、
必

ず
風
雨
に
仮
り
て
見
る
。
常
に
関
閃
と
し
て
人
を
伺
へ
ば
、
又
た
如
何

ぞ
苦
し
か
ら
ざ
ら
ん
。
仁
に
杖
り
信
に
託
せ
ん
と
欲
し
、
将
に
筏
ち
に

往
か
ん
と
す
れ
ば
難
か
ら
ざ
ら
ん
。
久
し
く
懐
懐
と
し
て
以
て
懐
院

し
、
却
っ
て
遅
過
し
て
永
歎
す
。
太
譲
の
知
ら
ざ
る
を
耀
る
る
も
、
予

が
心
を
以
て
永
散
と
為
さ
ん
。
若
し
遂
げ
己
む
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
苦
終

に
夫
の
直
方
を
保
た
ん
。
別
ち
必
ず
皮
管
室
蒙
り
て
以
て
矢
と
為
し
、

母
筏
を
絃
と
し
て
以
て
弧
と
為
さ
ん
。
毒
銅
を
化
し
て
以
て
戟
と
為

し
、
線
竹
を
料
と
し
て
以
て
交
と
為
さ
ん
。
猛
烈
の
材
を
得
て
、
之
と

与
に
し
て
並
び
駆
く
る
を
獲
ん
。
同
以
に
悪
毒
を
春
刺
し
、
文
た
引
き
て

犬
の
妖
僅
を
射
ん
と
す
。
群
類
を
尽
く
し
て
無
か
ら
し
め
、
一
課
口
仁
を
し

て
響
せ
ざ
ら
し
め
ん
。
然
る
後
枝
裕
を
採
り
て
以
て
探
き
に
駕
し
、
縦

椿
を
牧
め
て
検
に
梯
せ
ん
。
予
が
身
を
鱗
ら
す
こ
と
之
れ
瓢
瓢
と
し

て
、
予
が
歩
を
本
る
こ
と
之
れ
政
政
た
り
。
嶺
中
に
入
り
て
玉
峰
に
登

り
、
間
絶
を
概
め
て
翠
茸
を
求
め
ん
。
思
口
が
寿
を
将
く
せ
ん
と
し
て
従

る
所
に
髄
は
ん
と
す
る
も
、
思
ひ
は
未
だ
馬
の
竜
の
ご
と
き
を
得
ず
。
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独
り
山
瀬

ら
れ
、
久
し
く
低
濁
し
て
憧
携
す
。
窓
し
く
仰
ぎ



て
よ
支
に
訟
ふ
れ
ば
、
彼
の
歪
精
は
必
ず
応
へ
ん
。
寧
ぞ
十
u
に
有
り
て

今
に
無
か
ら
ん
や
、
将
に
身
と
与
に
し
て
皆
亡
ぴ
ん
と
す
と
も
、
置
に

之
を
一
一
一
一
口
ふ
の
み
な
ら
ん
や
。
)

冒
頭
に
呈
示
さ
れ
る
の
は
、
「
翠
茸
」
が
産
す
る
五
山
幸
の
絶
頂
と

の
は
る
か
な
距
離
を
思
い
つ
つ
、
関
鉱
山
中
で
憂
い
に
沈
む
元
結
の

姿
で
あ
る
。
玉
峯
の
絶
頂
に
い
た
る
唯
一
の
手
段
は
階
梯
を
か
け
る

こ
と
で
あ
る
が
、
「
猛
毒
」
と
「
妖
精
」
と
が
人
を
窺
っ
て
い
る
が

故
に
、
そ
れ
は
不
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。
「
猛
毒
」
や
「
妖
精
」
た

ち
は
群
れ
集
ま
り
、
あ
る
い
は
風
雨
と
と
も
に
そ
の
姿
を
現
し
、
狐

疑
し
、
ま
た
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
き
な
が
ら
人
間
の
隙
を
う
か
が
っ
て
お

り
、
玉
峯
の
絶
叫
出
に
一
怠
ろ
う
と
す
る
者
を
、
必
ず
や
妨
げ
そ
し

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

元
結
は
ま
た
も
を
貫
き
、
彼
ら
を
滅
ぼ
し
、
彼
ら
を
排

し
て
玉
峯
を
め

J

ざ
し
て
上
昇
す
る
こ
と
を
夢
想
す
る
が
、
そ
の
夢
想

は
忽
ち
覚
め
、
山
の
頂
に
置
か
れ
て
い
る
現
実
が
立
ち
現
れ
、
閉
塞

状
況
に
あ
る
自
ら
の
姿
を
“
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
口
先
の

「
自
述
」
序
に
示
さ
れ
て
い
た
「
窮
」
の
認
識
が
こ
こ
に
は
明
自
に

表
れ
て
い
る
。

詩
は
、
自
ら
の
精
誠
が
必
ず
や
太
霊
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

述
べ
て
結
ぼ
れ
る
。
激
し
い
感
情
の
鋭
角
的
な
高
揚
と
頓
挫
と
が
こ

の
「
演
興
」
の
表
現
の
特
色
で
あ
る
。
そ
の
詩
題
が
示
す
よ
う
に
、

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
世
界
は
、
そ
の
ま
ま
元
結
の
置
か
れ
た
現
実
の

メ
タ
フ
ァ
!
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
関
飴
山
中
に
あ

っ
た
元
結
は
、
こ
の
太
霊
に
仮
託
さ
れ
た
窟
王
朝
に
対
す
る
強
い
求

心
的
な
志
向
性
を
抱
い
て
い
た
が
、
李
林
南
・
楊
国
忠
ら
が
権
力
問
問

争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
世
界
に
お
い
て
は
、
彼
の
精
誠
の
貫
通
は
不

可
能
な
の
で
あ
り
、
煩
悶
の
う
ち
に
高
齢
山
中
に
在
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
演
興
」
に
表
出
さ
れ
て
い
る
感
情
の
高
揚
と

頓
挫
の
繰
り
返
し
が
、
彼
の
煩
悶
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
系
楽
府
」
十
二
首
は
「
演
輿
」
四
首
が

れ
た
の
と
ほ
ぼ
問
時
期
の
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
商
飴
山
に

あ
っ
た
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
作
品
は
ど
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
系
楽
府
」
十
二
首
の
序
は
、

天
笠
辛
未
中
、
一
克
子
将
前
世
嘗
可
称
歎
者
、
為
詩
十
二
篇
、
為

引
其
義
以
名
之
、
総
命
日
系
楽
府
。
古
人
一
詠
歌
不
尽
其
情
声
者
、

化
金
石
以
尽
之
。
其
歓
怨
甚
邪
。
戯
尽
歓
怨
之
声
者
、
可
以
上
感

於
上
、
下
化
於
下

D

故
元
子
系
之
。

(
天
宝
半
未
中
、
一
冗
子
前
世
の
嘗
て
称
歎
す
べ
き
者
を
将
て
、
詩
十

二
篇
を
為
り
、
為
に
一
其
の
義
を
引
き
て
以
て
之
に
名
づ
け
、
総
て
命
づ
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け
て
系
柴
府
と
日
ふ
。
古
人
詠
歌
し
て
其
の
情
声
を
尽
く
さ
ざ
れ
ば
、

金
石
に
化
し
て
以
て
之
を
尽
く
す
。
其
の
歓
怨
は
甚
し
さ
か
な
。
戯
歓

怨
の
声
を
尽
く
す
者
は
、
以
て
上
は
上
を
感
ぜ
し
め
、
下
は
下
を
化
す

べ
し
。
放
に
一
見
子
之
を
系
す
。
)

と
述
べ
る
。
「
系
楽
府
」
と
は
楽
府
を
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る

が
、
臨
か
に
こ
こ
に
は
「
上
感
於
上
、
下
化
於
下
」
、
す
な
わ
ち
歌

謡
が
楓
諭
と
教
化
と
い
う
社
会
的
な
機
能
を
持
つ
と
い
う
認
識
が
示

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
放
に
、
後
の
新
楽
府
の
先
駆
的
な
作
品
と

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
楽
府
と
い
う
形
式
に
よ
る
表
現
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
直
接
に
は
元
徳
秀
か
ら
の
影
響
、
具
体
的
に
は
関
冗
二
十

三
年
(
七
三
五
)
の
子
議
の
事
件
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

序
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
「
其
の
歓
怨
は
甚
だ
し
き
か
な
」
「
歓

怨
の
声
を
尽
く
す
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
歓
怨
と
い
う
、
性
情
の

表
出
へ
の
執
着
は
、
こ
の
十
二
首
の
表
現
が
自
ら
の
歓
怨
を
尽
く
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
と
も
に
、
「
演
興
」
間
首
を
想
起
す

れ
ば
、
商
徐
山
中
に
あ
る
元
結
の
不
安
定
な
精
神
の
状
況
を
も
諮
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
系
楽
凶
川
」
十
一
一
蓄
に
は
作
者
の
視
点
や
主
張
が
明
確
に
表
れ
て

い
る
。
ま
た
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
登
場
す
る
人
物
は

多
く
一
見
結
自
身
の
表
象
で
あ
る
。

南
風
発
天
和
荷
風
天
和
を
発
し

和
気
天
下
流
和
気
天
下
に
流
る

能
使
万
物
栄
能
く
万
物
を
し
て
栄
え
し
む
る
に

不
能
変
欝
愁
覇
愁
を
変
ず
る
能
は
ず

為
愁
亦
何
蘇
愁
ひ
を
為
す
亦
た
何
ぞ
潜
る

自
詩
説
此
的
自
ら
誘
ふ
此
の
由
を
説
か
ん
こ
と
を

諮
競
実
多
路
諮
競
実
に
路
多
く
し
て

荷
邪
皆
共
求
有
邪
皆
共
に
求
む
れ
ば
な
り

曹
関
古
君
子
嘗
て
開
く
古
の
君
子
は

指
以
為
深
蓑
指
し
て
以
て
深
く
抽
選
づ
と
為
す
と

立
方
終
莫
可
正
方
終
に
可
な
る
莫
く
ん
ば

江

海

有

槍

洲

江

海

に

論

洲

有

り

(

賎

士

吟

)

詩
の
冒
頭
に
は
、
穏
や
か
に
治
ま
っ
た
泰
平
の
世
界
の
イ
メ
ー
ジ

託
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
述
特
」
に
「
天
下
太
平
、
礼
楽
化
於

戎
夷
、
慈
恵
及
於
草
木
。
(
天
下
太
平
、
礼
楽
は
戎
夷
を
化
し
、
慈
恵

は
草
木
に
及
ぶ
。
ご
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
庸
王
朝
の
姿
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
は
王
朝
は
そ
の
内
に
す
で
に
「
諮
競
」
と
「
有
邪
」
が
庇

胎
さ
れ
、
衰
亡
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
口
「
賎
士
」

は
こ
の
世
界
に
コ
止
方
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
場
所
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
ず
、
あ
た
か
も
旅
人
の
ご
と
き
「
鰯
愁
」
を
抱
き
つ
つ
去

っ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
姿
は
そ
の
ま
ま
元
結
自
身
の
姿
に
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重
な
っ
て
ゆ
く
。

ま
た
「
十
u
遺
嘆
」
、

古
昔
有
遺
歎
古
昔
遺
歎
有
り

所
歎
伺
所
為
歎
く
所
は
何
の
為
す
所
ぞ

有

国

選

賢

民

有

悶

つ

れ

ば

万
世
為
菟
悲
万
世

為
に
策
悲
す

つ
る
所
は
望
を
遺
つ
る
に
非
ず

つ
る
所
は
遺
つ
べ
き
に
非
ざ
ら
ん
や

つ
る
所
は
用
を
遺
つ
る
に
非
ず

選
つ
る
所
は
之
を
遺
つ
る
に
在
り

続
続
出
海
の
客

独
り
を
全
く
す
る
に
覚
に
冊
を
か
辞
せ
ん

心
膏
濡
の
類
に
非
ざ
れ
ば

安
得
無
不
遺
安
く
ん
ぞ
遺
て
ら
れ
ざ
る
無
き
を
得
ん
や

は
、
容
易
に
「
野
無
遺
賢
(
野
に
選
管
離
し
ご
と
い
う
李
林
甫

の
上
奏
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
天
宝
六
載
の
制
科
の
一

件
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
山
海
客
」
は
元
結
自
身
の
姿
の
投

影
で
あ
り
、
こ
の
間
折
し
た
表
現
の
背
後
に
は
彼
の
押
さ
え
切
れ
ぬ

憤
想
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら

F

ニ
首
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
系
楽
府
」
十
二
蕗
の
う
ち
に

元
結
自
身
の
意
識
が
明
確
に
表
出
さ
れ
、
彼
自
身
の
投
影
と
し

所
遺
非
可
遺

所
遺
非
遺
用

駿
磁
山
海
客

全
独
究
科
辞

て
の
形
象
が
見
ら
れ
る
。

で
は
、
十
二
首
の
う
ち
、
元
結
の
規
諌
の
意
識
が
表
れ
た
楓
諭
の

作
品
と
し
て
評
価
が
高
い
叶
貧
婦
詞
」
「
去
郷
悲
」
「
農
距
怨
」
の
一
一
一

首
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
口
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
貧
窮
に
苦
し

む
庶
民
の
妻
、
流
民
、
そ
し
て
農
民
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
「
農
距
怨
」
、

農
距
何
所
怨
良
臣
何
の
怨
む
一
附
ぞ

乃
欲
千
人
主
乃
ち
人
主
に
一
十
め
ん
と
欲
す

不
識
天
地
心
天
地
の
心
を
識
ら
ず

徒
然
怨
風
一
階
徒
然
と
し
て
風
雨
を
怨
む

将
論
草
木
患
将
に
草
木
の
患
を
論
ぜ
ん
と
し

欲
説
昆
虫
苦
昆
虫
の
苦
を
説
か
ん
と
欲
す

巡
辺
{
呂
翻
傍
{
呂
隣
の
傍
ら
を
巡
湿
す
る
も

其
意
無
自
社
主
一
(
の
意
吐
〈
に
由
無
し

一
報
架
都
市
一
朝
都
の
市
に
突
し

涙
尽
帰
出
畝
涙
尽
き
て
毘
畝
に
帰
る

謡
鎖
若
採
之
謡
頒
若
し
之
を
採
ら
ば

此
一
一
一
口
当
可
取
此
の
言
当
に
取
る
べ
し

に
辻
、
草
木
の
患
や
昆
虫
の
苦
を
人
、
王
に
訴
え
よ
う
と
す
る
農
民

が
登
場
す
る
む
こ
の
農
民
は
宮
殿
の
傍
ら
を
紡
伯
惜
し
、
結
局
訴
え
る

術
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
都
の
市
で
働
突
し
郷
里
に
帰
っ
て
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行
く
。
そ
の
悲
惨
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
碓
か
に
民
衆
の
苦
し
み
を
顧
み

な
い
為
政
者
に
対
す
る
強
い
批
判
を
鮮
明
に
伝
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
人
主
に
訴
え
る
術
を
持
た
ぬ
者
の
形
象
に
注

目
し
た
い
。
「
貧
錦
詞
」
に
も
「
離
知
苦
一
貫
夫
、
家
有
愁
怨
妻
。
講

話
聴
其
認
、
能
不
為
酸
懐
。
所
憐
抱
中
児
、
不
如
山
下
魔
。
空
念
庭

前
地
、
化
為
人
吏
顔
。
出
門
望
山
沢
、
目
頭
心
復
迷
。
何
時
見
府

、
王
、
一
長
脆
向
之
附
。
(
誰
か
知
ら
ん
貧
に
苦
し
む
夫
、
家
に
愁
怨
の
饗
有

る
を
。
詩
ふ
君
其
の
詞
を
聴
か
ん
こ
と
を
、
能
く
為
に
酸
犠
せ
ざ
ら
ん

や
。
憐
む
所
の
抱
中
の
間
ん
は
、
向
下
の
樹
党
に
如
か
ず
。
空
し
く
念
ふ
庭
前

の
地
、
化
し
て
人
吏
の
践
と
為
る
を
。
門
を
出
で
て
山
沢
を
歯
科
み
、
頭
を

服
し
て
心
復
た
迷
ふ
り
何
れ
の
時
に
か
府
主
に
見
え
、
長
脆
し
て
之
に
向

か
ひ
て
附
か
ん
。
ご
と
、
府
主
に
対
し
て
訴
え
る
術
を
持
た
な
い
、

貧
窮
の
う
ち
に
あ
る
賓
が
拙
か
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
去
郷
悲
」
に

お
い
て
は
、
悲
歌
し
つ
つ
故
郷
を
捨
て
て
去
っ
て
行
く
身
よ
り
の
な

い
老
人
た
ち
が
、
「
無
患
昔
、
豊
葉
父
母
郷
。
(
胸
部
哲
無
く
ん
ば
、
援

に
父
母
の
郷
を
棄
て
ん
や
。
ご
と
訴
え
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼

ら
は
そ
の
思
い
を
人
主
に
訴
え
る
術
を
持
た
ぬ
ま
ま
、
流
民
と
化
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
一
川
結
は
こ
れ
に
対
し
て
「
念
之
何
可
説
、
独
立

為
懐
傷
。
(
之
を
念
ふ
も
何
ぞ
説
く
べ
け
ん
や
、
独
り
立
ち
て
為
に
懐
傷

す
。
ご
と
、
た
だ
傷
み
悲
し
む
の
み
で
あ
っ
た
。

「
系
楽
府
い
の
表
現
が
、
彼
ら
の
訴
え
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
持

た
ぬ
王
朝
に
対
す
る
識
論
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
頃
の
元
結
が
閉
塞
状
況
の
内
に
あ
っ
て
強
い
求
心

的
志
向
を
吐
露
し
て
お
り
、
彼
の
精
誠
は
つ
ね
に
阻
害
さ
れ
、
よ
り

深
い
開
凶
器
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
と
い
う
表
現
の
構
造
を
考
え
る
と
、

ぺ
系
楽
府
」
十
二
苔
中
の
「
農
回
怨
」
「
貧
婦
詞
」
「
去
郷
悲
」
に
捕

か
れ
た
農
産
・
貧
婦
・
流
民
の
形
象
は
、
そ
の
ま
ま
高
齢
山
中
に
あ

る
元
結
自
身
に
重
ね
ら
れ
る
。
元
結
の
視
線
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
向

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
実
は
そ
こ
に
自
ら
の
姿
を
見
て
い
る
の
で
あ

7
Q
D
 「

系
楽
府
」
十
二
首
は
、
そ
の
序
に
あ
る
ご
と
く
、
自
ら
の
「
歓

加
と
の
表
出
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
元
結
の
詩
に
対
す
る
意
識
は
規

識
を
第
一
と
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
天
宝
六
戦

(
七
回
七
)
の
「
ニ
風
詩
論
」
で
は
、
「
苦
欲
極
帝
王
理
乱
之
道
、
系

吉
人
規
誠
之
流
。
(
者
帝
王
理
乱
の
道
を
極
め
、
古
人
規
識
の
流
れ
を
系

が
ん
と
欲
す
。
ご
と
、
自
ら
の
詩
作
の
営
み
を
明
機
応
位
麓
づ
け
て

い
る
が
、
商
鈴
山
に
習
静
し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
は
自
己
の
表

出
、
と
り
わ
け
歓
怨
の
表
出
と
い
う
こ
と
に
も
意
識
が
注
が
れ
て
い

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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た

お
わ
り
に

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
商
鈴
山
に
あ
っ
た
元
結
の
作
品
に



は
、
「
演
胞
〈
」
問
叫
砲
を
は
じ
め
と
し
て
、
深
い
問
答
感
と
そ
の
超
克

へ
の
情
動
、
そ
し
て
激
し
い
求
心
的
志
向
性
の
表
出
が
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
表
出
の
構
造
を
考
え
る
と
、
「
系
楽
府
」
十
ニ
首
は
、
単

に
楓
諭
の
意
識
に
よ
っ
て
蕎
か
れ
た
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
元
結
の
閉
塞
感
や
煩
悶
が
込
め
ら
れ
て
い

る
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、

に
「
諦
頒
若
採
之
(
訴
頒
精
し
之
を
採
ら
ば
)
」

と
あ
る
よ
う
に
、
一
冗
結
に
よ
れ
ば
、
楽
府
は
採
詩
の
宮
が
採
取
し
て

君
主
に
崩
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
精
誠
は
、
歓
怨
を
尽

く
し
た
表
現
と
し
て
楽
府
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
主
に
腐

き
、
君
主
は
そ
れ
を
嘉
納
す
る
。
楽
府
は
い
わ
ば
元
結
と
君
主
と
の

幸
福
な
避
遁
の
場
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
演
興
」
に
表
出
さ
れ

て
い
た
「
太
霊
」
へ
の
思
い
と
等
し
い
求
心
的
な
志
向
性
が
表
れ
て

い
る
と
一
一
一
一
問
え
よ
う
。
蕗
鉱
山
中
に
あ
っ
た
元
結
に
と
っ
て
、
楽
府
は

煩
悶
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
た
自
己
表
出
の
手
段
で
あ
り
、
ま
た
可
能

性
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

、ま(
l
〉
孫
間
四
武
「
読
元
結
文
札
記
」
(
吋
社
会
科
学
戦
総
い
一
九
八
五
・

(
2
〉
川
北
泰
彦
「
一
花
一
結
に
於
け
る
文
学
的
軌
跡
」
(
吋
由
加
田
誠
博
士
古
稀

一
九
七
四
)

(3)
跡
関
恩
他
、
五
一
編

な
ど
。

(
4
)
拙
稿
つ
兆
一
結
の
一
編
に
つ
い
て
」
(
吋
千
葉
大
学
教
育
学
部
紀
袈

第
五

O
巻
百
人
文
・
社
会
科
学
編
い
こ

0
0こ
)
に
お
い
て
、
こ
の

「
患
者
」
「
愚
愚
者
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

(
5
)
拙
稿
「
一
兆
一
緒
の
初
期
詩
編
に
つ
い
て
」
(
門
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
紀

念
論
集
漢
意
と
は
何
か
い
二

O
O
一)

(
6
)
間
住

(
5
)

(
7
)
‘
論
文
抑
制
吋
元
結
詩
解
い
(
時
泊
人
民
出
版
社
一
九
八
四
)
な
ど
。

(8)
喬
象
鍾
・
練
鉄
民
主
一
編
言
明
代
文
学
史
」
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九

九

五

)

な

ど

。

(

千

葉

大

学

)
(
人
民
文
学
出
版
社

一
九
八
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